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先
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
少
年
少
女

ふ
る
さ
と
発
見
探
偵
団
は
、
一
年
を
通
じ

て
児
童
同
士
の
交
流
と
郷
土
の
魅
力
発
見

に
取
り
組
む
青
少
年
活
動
事
業
で
す
。 

 

25
人
の
小
学
生
団
員
と
、
遠
野
高
校
生

や
ア
フ
リ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ
ポ
ー
ト

し
、
活
動
記
録
を
遠
野
緑
峰
高
校
写
真
部

が
受
け
持
つ
な
ど
、
総
勢
54
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

団
員
は
、
英
語
に
よ
る
伝
言
ゲ
ー
ム
や
、

鍋
倉
公
園
で
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
、

元
気
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

遠
野
北
小
５
年
澤
里
蛍
汰

け

い

た

君
の
母
伸
江

さ
ん
は
、「
は
じ
め
て
息
子
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
他
の
学
校
の
子
ど
も
達
と
た
く
さ

ん
友
達
に
な
っ
て
交
流
を
深
め
て
欲
し

い
」
と
、
今
後
の
探
偵
団
活
動
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加

し
た
両
校
の
高
校
生
は
、
目
的
意
識
が
高

く
、
中
に
は
小
学
生
の
時
に
探
偵
団
を
経

験
し
た
高
校
生
も
お
り
、
頼
も
し
い
存
在

と
し
て
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す 
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理
事
長 

角
田 

幸
四
郎 

 
 

当
財
団
は
、
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
改
革

指
針
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
10
月
に
㈶
遠
野

国
際
交
流
協
会
と
合
併
し
、
新
た
な
㈶
遠

野
市
教
育
文
化
振
興
財
団
と
し
て
発
足

し
、
今
年
４
月
か
ら
事
務
局
体
制
を
強
化

し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

顕
賞
事
業
や
中
学
生
海
外
派
遣
交
流
事

業
な
ど
の
他
、
市
か
ら
生
涯
学
習
事
業
の

一
部
を
受
託
し
て
、
各
種
講
座
や
少
年
少

女
ふ
る
さ
と
発
見
探
偵
団
な
ど
の
事
業
を

実
施
し
ま
す
。 

 

特
に
、
国
際
交
流
事
業
の
一
環
で
、

「
佐
々
木
喜
善
」
没
後
80
年
事
業
を
市
と

共
催
し
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ウ
市
グ

リ
ム
博
物
館
長
を
招
い
て
講
演
会
を
行
う

計
画
で
す
。
ま
た
、
来
年
は
イ
タ
リ
ア
・
サ

レ
ル
ノ
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
サ
レ
ル
ノ
市
等
へ
の

訪
問
ツ
ア
ー
を
計
画
し
、
募
集
事
業
を
展

開
し
ま
す
。 

 

「
郷
土
を
愛
し
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」

を
基
本
に
、
市
民
が
輝
く
財
団
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

基本財産運用益

956 千円( 2%)

事業収入

17,457 千円

(41%)

受取補助金等

3,430 千円( 8%)
受取負担金

630 千円( 1%)

受取寄附金

51 千円( 0%)

繰入金

18,576 千円

(44%)

雑収益 1 千円( 0%)

前期繰越収支差額

1,596 千円( 4%)

平成25年度収支予算

収入

教育文化事業

900 千円( 2%) 国際交流事業

6,954 千円( 16%)

生涯学習事業

15,916 千円

(37%)

管理費

2,935 千円( 7%)

次期繰越収支差額

15,992 千円( 38%)

支出

事業の内訳 

自主事業 
◎教育文化事業（900 千円） 
・教育、文化等の振興貢献者の顕賞及び表彰 
・教育文化事業の共催・後援 
・広報発行 など 
◎国際交流事業（6,954 千円） 
・国際理解講座等の開催 
・中学生海外派遣交流事業 など 
・姉妹都市サレルノ市との交流事業 

市の受託事業（15,916 千円） 
◎生涯学習のまちづくり推進事業 
・生涯学習講座（郷土理解講座、パソコン講
座、植物紀行など） 

・マナビィクラブ（市民が行う各種講座運営
を支援する。）など 

◎青少年活動サポート事業 
・少年少女ふるさと発見探偵団 
・少年少女囲碁・将棋教室 など 

旧㈶遠野市
教育文化振
興財団

㈶遠野国際
交流協会

合併

新

㈶遠野市教
育文化振興
財団の誕生

持続可能な
組織の見直

し

市の事業を受託

経営力、財
務体制及び
選任職員を

配置

市
民
が
輝
く 

財
団
を
目
指
し
て 

～市民が主役 夢・人づくりで地域を元気に～ 

㈶遠野市教育文化振興財団のあらまし 

(平成 24 年 10 月) 

（単位：千円） 



                              

                              

                              

                              

 国際交流の普及啓発と、異文化に接し相互理解を深

める機会を提供するため、財団では公益社団法人青年

海外協力協会とアフリカ連合の連携事業で、３月下旬

から２か月間遠野に滞在したアフリカボランティアの

活動支援を行いました。 

 多くの活動を通じて、市民との交流を深め文化や風

土を体験したアフリカボランティアの皆さんは、「特別

な地となった遠野に再び訪れたい」と話し、５月 29 日

に帰国されました。 

国際ボランティア事業 JOCA-AU 支援 被災地の子どもを支援 

～キッズワールドクラブ in 陸前高田～ 

 東日本大震災以降、被災地の子ども支援として平

成 23 年９月から毎月１回、『仮設子どもセンター』

(陸前高田市高田町)を会場に、開催しています。 

 外国人等を講師として英語を使った基礎的なコ

ミュニケーションを楽しみながら、放課後を有意義

に過ごしてもらうことを目的とし、これまで、延べ

170 人の児童が参加し元気に取り組んでいます。 

心がふれあい 心が潤う 学びの場 

遠野まちづくり理解講座 

～新しい施設を知ろう編～ 

・日時  ７月 11 日（木）9：30～14：00 

・場所  総合防災センター、総合食育センター 

とおの物語の館 

・講師  各施設職員 

・参加料 900 円（昼食代、入館料） 

・定員  20 人 

エコで素敵な生活 ～紙バンド手芸教室～ 

・日時  ７月４日(木) 9：00～ 

・場所  勤労青少年ホーム集会室 

・定員  15 名 

・参加費 1,000 円（材料費、受講料） 

・講師  佐藤和子 氏 

・持ち物 木工用ボンド、洗濯ばさみ 20 個、はさみ 

     雑誌２冊（おもし用） 

もっと知りたい！世界のあれこれ 

           ～カメルーン編～ 

・日時  ６月 20 日(木) 19：00～21：00 

・場所  遠野市民センター講義室 

・講師  伊藤大
だい

吾
ご

 氏 

・参加料 300 円(材料費) 

・定員  20 人 

郷土理解講座 ～遠野植物物語～ 

・日時  『早池峰』編 ７月５日(木) 7：30～ 

・集合場所 遠野市民センター大型駐車場 

・定員  20 名 

・参加料 1,000 円（保険料、資料代） 

・講師  植物地理学会会員 畠山茂雄 氏 

・持ち物 昼食、飲み物、雨具、登山靴、軍手など 

・その他 雨天中止 

生涯学習講座のご案内 

※当財団が主催する講座に関しては、随時広報遠野「学びのいずみ」コーナーに掲載します 



                              

                              

                              

                            

 

財
団
事
務
所
は
ガ
ラ
ス
張
り
が

特
徴
。
夏
は
非
常
に
暑
い
ら
し
く
対

策
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
…
エ
コ

の
波
に
の
り
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
」
な
る
も
の
を
作
り
た
い
の
で
す

が
、
園
芸
知
識
が
皆
無
の
私
。
ど
う

な
る
こ
と
や
ら
。 

 
 

（
佐
々
木
） 

   

3
月
に
大
学
を
卒
業
し
、
4
月

か
ら
社
会
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
毎
日
が
勉
強
に
な
り
充
実
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
事
業
の
中

で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
広
報
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
、

財
団
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
菊
池
） 

コ
ー
ヒ
ー ブ

レ
イ
ク 

I n f o r m a t i o n おしらせ 

 

財
団
の
活
動
を
支
援
す
る
「
活
動
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
遠
野
市
民
の
学
び

と
活
動
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
協
力
す
る

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】 

高
校
生
以
上
の
方 

【
活
動
内
容
】 

 

当
財
団
が
主
催
、
共
催
す
る
事
業
な
ど 

詳
細
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
大
募
集
！ 

 現在、チャーター便航空会社を選定中です。出

発日が決まり次第募集を開始します。 

●日程：平成２６年６月下旬（６泊８日） 

●コース：『サレルノ訪問コース』『イタリア縦断

コース』『イタリア美術館巡りコース』『スイス・

ミラノ・ローマコース』 

●旅行代金：３５万円～４５万円（概算費用） 

●募集定員：１００名（予定） 

●参加資格：遠野市民以外の方も参加できます。 

 

《世界遺産 アマルフィ海岸》 

第
1
回
少
年
少
女
ふ
る
さ
と
発
見
探
偵
団
に

参
加
し
た
、
高
校
生
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
感
想

を
ご
紹
介
し
ま
す 

▼
遠
野
高
校
3
年 

佐
藤
京
太
郎
さ
ん 

 

「
将
来
は
子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
を
希
望
し

て
い
る
の
で
、
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
体
験
の
場

を
求
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
友
だ
ち
も
誘
っ
て

ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。」 

  

▼
遠
野
高
校
1
年 

新
田
眞
子

ま

こ

さ
ん 

 
「
私
に
は
、
小
学
生
の
妹
と
弟
が
い
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
と
も
楽
し
く
交
流
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
経
験
を
進

路
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。」 

世界で活躍する 遠野人 
【松崎町の平井孝史さんからの現地紀行です】 

 

ベネズエラ・ボリバル共和国（通称：ベネズエ

ラ）は、南米大陸北岸にありカリブ海に面していま

す。人口約 3,000 万人、面積は日本の 2.5 倍ほど。

私は、昨年からプエルト・ラ・クルスという町のベ

ネズエラ国営石油会社（PDVSA）で、原油を精製

する新プラント建設に通訳として携わっています。 

 ベネズエラは世界屈指の産油国。その埋蔵量はサ

ウジアラビアを抜いて世界一と言われています。も

う一つの世界一は治安の悪さ。世界で最も危険な国

と言われ、壮大な自然を前に会社とアパートの間を

往復するだけの生活が少々残念です。 

カ
リ
ブ
海
に
面
し
た 

本
社
ビ
ル
の
テ
ラ
ス
で
仕
事
仲
間
と 

（
筆
者 

一
番
左
） 


